
IoTセンサを活用したポンプ設備点検

脱炭素社会の実現に向けたチャレンジ

　再生可能エネルギー由来電力の調達や、デマン
ドレスポンスの導入、電気自動車等の導入拡大や
給水スポット設置など、多様なアプローチで、福
岡市が目指す 2040 年度ゼロカーボンシティの
実現に向けてチャレンジしていきます。

施設の強靱化

　災害時でも水道水を安定して提供できるよう、
浄水・配水施設の耐震化を全て完了。今後とも配
水管の耐震管への取替えや水道施設の耐水化を進
めていきます。

水道ICTの推進

　ICT 技術を積極的に活用し、業務の生産性・
効率性を高め、施設の長寿命化・ライフサイク
ルコストの最適化を図るとともに、迅速で利便
性の高い市民サービスの実現を目指します。

安全でおいしい水道水プロジェクト

　水道水をそのまま飲める国は日本含め世界で約
10 か国。福岡市では、国の水質基準等よりも厳し
い目標設定により、安全性に加え、おいしさの向
上を図り、市民の満足度を高める取組みを進めて
います。

世界トップの低い漏水率2.0％

　福岡市の漏水率の低さは世界トップ。これ
まで福岡市が磨き上げてきた水道技術を活か
して、世界の国々の SDGs の達成につなが
る水の有効利用に貢献していきます。今後も、
IoT センサを活用した漏水調査など、更なる
水の有効利用に向けた新たな取組みに果敢に
挑戦していきます。

　世界では、持続可能
な社会の実現を目指す
SDGs や、身体的・精
神的・社会的に良好な
状態であることを意味
する Well-being など、地球環境保全や心豊かな暮
らしなど多様な価値感を重視する時代になってお
り、これらの視点も取り入れながら、水道事業を
運営していきます。

持続可能な
水道事業

世界に広がる多様な価値観
ー SDGs、Well-being など ー

　水道事業を取り巻く環境は大きく変化しており、
水道施設の多くが更新期を迎え、また、近年、気
候変動に伴う災害が激甚化・頻発化していること
への対応も必要です。さらに、今後の人口減少社
会を見据えた事業運営が求められています。

水道事業を取り巻く環境変化
ー 施設の大量更新、気候変動、ー人口減少社会の進展

配水池への耐震壁
設置

耐震管への計画的な取替え

水道水質センターでの測定 こども水道教室（令和元年度） 海外での技術協力

可搬式給水スポットによる
おいしい水道水体験

浄水場に設置している
太陽光発電パネル

～持続可能な水道事業の構築を目指して～
福岡市の水道を
未来へつなぐ
ために
福岡市水道事業管理者　
坂本　秀和

福岡市の水道事業は、令和５（2023）年で
創設100周年を迎えます。

水資源に恵まれていない福岡市では、長年
にわたり、水源開発を進めてまいりましたが、
令和３（2021）年の五ケ山ダムの供用開始を
もって、その取組みの完了を迎えることができ
ました。この大きな節目を迎えるにあたり、水
源地域・流域の皆さまや国・県をはじめとする
関係団体の皆さまなど、多くの関係者の方々に
改めて深く感謝申し上げます。

近年、水道事業を取り巻く環境は、施設
の大量更新期を迎えるとともに、災害の激甚
化・頻発化や人口減少社会の進展など、大き
く変化しています。また、SDGｓやWell-being
といった人や環境にフォーカスした、経済的
な価値以外の要素が重要な判断基準となる
時代となっています。

このような時代の変化の中、今後とも、施
設の強靭化や水道ＩＣＴの推進、水の有効利
用に取り組むとともに、市民満足度を高めて
いくための施策の推進など、ハードとソフトの
両面から、たくましく、しなやかに取組みを進
めていきたいと考えています。

福岡市の水道事業を次の世代に健全な形
で確実に引き継いでいくため、そして、これか
らの100年も安全で良質な水道水を安定供給
していけるよう、持続可能な水道事業の構築
に向けて、全力でチャレンジしてまいります。

引き続き、関係者の皆さまのお力添えをど
うぞよろしくお願いいたします。
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